
性
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
既
に
六

年
。
被
害
者
を
守
る
社
会
に
変
わ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

国
語
国
文
学
科
　
准
教
授
　
村
瀬
　
桃
子

　

前
期
に
一
回
教
養
ゼ
ミ
の
一
環
で
、

一
年
生
十
数
名
と
近
隣
の
学
童
に
お
話

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
事
前
に

グ
ル
ー
プ
活
動
で
お
話
と
小
道
具
を
作

成
し
ま
す
。
当
日
は
作
成
し
た
お
話
と

一
人
一
冊
絵
本
を
よ
み
聞
か
せ
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
対
面
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
二
年
か
ら
は
感
染

予
防
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
に
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
お
話
の
み
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
の
良
さ
を
振
り
返
る
と
、

学
生
側
は
移
動
の
手
間
が
な
い
こ
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
う
経
験
に
な
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
画
面
の

先
に
い
る
児
童
に
と
っ
て
も
、
画
面
を

通
し
た
お
話
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
様
子
で

し
た
。

　

し
か
し
、
対
面
時
は
、
学
生
と
小
学

生
が
空
い
た
時
間
に
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
様
子
も
見
ら
れ
て
い
た
た
め
、
画
面

越
し
の
交
流
の「
無
駄
の
な
さ
」に
少
々

物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
四
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
交
流
。

お
話
会
の
お
し
ま
い
は
、
見
慣
れ
た
画

面
越
し
の
「
バ
イ
バ
イ
」
に
替
わ
り
、

小
学
生
の
方
か
ら
、
学
生
へ
自
然
発
生

的
に
感
謝
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
と
な
っ
た
光

景
に
、
ま
た
一
つ
日
常
が
戻
っ
て
き
た

喜
び
と
今
回
の
お
話
会
の
楽
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
喜
び
や
学
び
の
機

会
を
沢
山
得
る
今
年
度
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。

　
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

国
語
国
文
学
科
　
准
教
授
　
北
口
己
津
子

　

成
果
は
出
な
い
が
、
主
に
戦
前
～
占

領
期
の
日
本
の
性
教
育
の
歴
史
を
研
究

し
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
現
代
に
目
を

向
け
る
と
、#M

eT
oo

運
動
の
影
響
か

日
本
で
も
「
性
」
に
関
し
て
歴
史
的
な

変
化
が
起
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
芸
能
事
務
所
社
長

（
故
人
）
に
よ
る
男
性
ア
イ
ド
ル
達
へ

の
長
年
に
わ
た
る
性
虐
待
に
対
す
る
日

本
社
会
の
反
応
で
あ
る
。

　

芸
能
事
務
所
社
長
と
所
属
タ
レ
ン
ト

と
い
う
絶
対
的
な
主
従
関
係
が
あ
れ

ば
、
タ
レ
ン
ト
側
が
成
人
し
て
い
た
と

し
て
も
、
逆
ら
え
な
い
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
未
成
年
な
ら
な
お
さ
ら

で
、
こ
の
性
虐
待
事
件
は
「
グ
ル
ー
ミ

ン
グ
」（
未
成
年
の
被
害
者
を
手
な
づ

け
、
信
用
さ
せ
、
操
る
こ
と
）
に
よ
る

犯
行
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
性
被
害
に
遭
っ
た
者
を
責
め
る
傾
向

が
あ
る
が
、
加
害
者
に
従
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
置
か
れ
れ
ば
、
回
避
す
る

こ
と
は
難
し
い
。こ
の
事
件
で「
グ
ル
ー

ミ
ン
グ
」
の
手
口
に
警
戒
感
を
持
つ
人

が
増
え
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
欲
し
い
。

　

発
覚
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
告
発
だ
っ
た
点
は

情
け
な
い
が
、
と
に
か
く
被
害
者
の
救

済
が
急
が
れ
る
。
二
〇
一
七
年
の
刑
法

改
正
で
「
強
姦
罪
」（
二
〇
二
三
年
の

改
正
で
「
不
同
意
性
交
罪
」
…
他
に
も

重
要
な
改
正
点
有
り
）
の
被
害
者
に
男

上杉祭り薙刀隊として出陣上杉祭り薙刀隊として出陣
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令
和
五
年
度
米
沢
女

子
短
期
大
学
並
び
に
米

沢
栄
養
大
学
に
ご
入
学

の
皆
様
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
、
こ
の
度
は
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
振
興
会
会
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
会
の
活
動
を
ご
理
解
頂
き
運
営
並
び
に
各

種
活
動
に
ご
支
援
と
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
教
育
振
興
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
吉
野
祐
治
と
申
し
ま
す
。
も
と
よ
り

そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
以
上
、
本
学
そ
し
て
本
学
学
生
の
た
め
に
精
一
杯

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
心
身
と
も

に
疲
弊
し
、
思
い
描
い
た
よ
う
な
活
動
が
出
来
な
い

状
況
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

年
五
月
に
「
五
類
感
染
症
」
の
位
置
づ
け
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
に
、
変
更
や
中
止
に
な
っ
た
行
事
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

活
動
の
制
約
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
気
付
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
気
付
き
も

踏
ま
え
て
、
勉
学
と
と
も
に
「
学
生
時
代
の
学
び
、

経
験
、
頑
張
っ
た
事
」
に
し
て
頂
け
た
ら
と
存
じ
ま

す
。

　

本
会
は
、
大
学
と
家
庭
が
連
携
し
て
教
育
振
興
を

図
る
組
織
で
す
。
学
び
や
課
外
活
動
の
充
実
、
本
学

の
理
念
実
現
を
図
る
べ
く
、
各
種
活
動
支
援
や
施
設

整
備
支
援
等
を
通
じ
て
、
協
働
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
を
賜

り
ご
協
力
、ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
山
形
県
公
立
大
学
法
人

教
育
振
興
会
　
会
長

吉
野
　
祐
治

せきれいせきれい
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教
育
振
興
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
山

形
県
立
米
沢
栄
養
大
学
お
よ
び
山
形
県
立
米

沢
女
子
短
期
大
学
の
教
育
、
運
営
に
ご
支
援

を
た
ま
わ
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
両
大
学
の
状
況
で
す
が
、

米
沢
栄
養
大
学
で
は
四
三
名
の
、
米
沢
女
子

短
期
大
学
で
は
二
五
四
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
四
月
五
日
に
、
無
事
入
学
式
を
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
に

も
、
会
場
で
新
入
生
の
晴
れ
姿
を
ご
覧
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
幸
い
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置

づ
け
が
五
類
に
移
行
し
、
大
学
の
授
業
や
実

習
な
ど
も
基
本
的
に
コ
ロ
ナ
前
と
ほ
ぼ
同
じ

体
制
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
構
内
に
は
学
生
た
ち
の
明
る
い
声
が
響

き
わ
た
る
日
常
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
授
業
の
様
子

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
期
待
な
ど
を
話
し
合
っ
た

り
、
あ
る
い
は
実
習
で
実
際
に
学
生
さ
ん
が

作
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
試
食
し
た
り
と
、
直
接

的
な
交
流
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
振
興
会
総
会
も
対
面
で
開
催

さ
れ
、
役
員
の
皆
様
と
直
接
お
会
い
で
き
た

こ
と
は
、
実
に
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。
振
興

会
様
か
ら
は
学
生
の
学
び
や
日
常
活
動
に
欠

か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
、
図
書
な
ど
の

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
学
生

の
将
来
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
キ
ャ
リ

ア
支
援
の
た
め
の
活
動
に
も
ご
協
力
い
た
だ

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
を
胸

に
、
緊
張
し
な
が
ら
迎
え
た
入
学
式
か
ら
早
三
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
状
況
も
落
ち
着
き
始
め
、
当
た
り
前
の
日
常
へ

と
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

大
学
は
高
校
と
は
違
い
、
学
習
面
や
学
校
生
活

に
お
い
て
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
将
来
に
向
け
た
専
門

的
な
学
び
や
社
会
人
に
な
る
た
め
の
教
養
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
環
境
、
同
じ
夢
を
目

指
す
仲
間
と
過
ご
す
時
間
に
大
き
な
充
実
感
を
得

て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
四
年
間
で
よ
り
専
門
的
な
学
び
を
深

め
、
地
域
に
根
差
し
た
管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
社
会
の
課
題
解
決

や
今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い

き
、
人
間
性
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

米
沢
栄
養
大
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
積
極

的
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
へ
の
希
望
を

胸
に
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
約
四
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
制
限

も
緩
和
さ
れ
、
入
学
式
の
翌
日
に
は
無
事
に

研
修
旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

修
旅
行
実
施
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

先
生
方
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
初
は
初
め
て
経

験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
慌
た
だ
し
い
日
々

を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
授
業

や
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
て
き
て
、
共
に
学

ぶ
仲
間
と
充
実
し
た
短
大
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
こ
の
二
年
間
で
司
書
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
毎
日
の

授
業
で
必
要
な
知
識
を
確
実
に
身
に
付
け
る

と
と
も
に
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を
自
分
か
ら

調
べ
る
な
ど
主
体
的
な
学
び
を
行
い
、
よ
り

多
く
の
力
を
身
に
つ
け
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

日
々
の
努
力
の
積
み

重
ね
を
大
切
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
し
か
な
い

米
短
で
の
学
び
や
生

活
を
存
分
に
楽
し

み
、
さ
ら
に
充
実
し

た
短
大
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

き
、あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
生
で
言
え
ば
、
栄
養
大
学

の
入
学
生
の
う
ち
県
内
出
身
者
が
五
十
％
を

超
え
、
県
立
大
学
と
し
て
は
大
変
う
れ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
県
内
の
病
院
と
の
連

携
事
業
や
、
自
治
体
特
に
米
沢
市
と
の
連
携

事
業
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

ぜ
ひ
本
学
の
存
在
感
を
高
め
る
べ
く
、
広
報

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

短
期
大
学
の
方
も
、
実
践
的
な
科
目
を
数

多
く
配
置
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
等
の
検
定
試

験
へ
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
免
許
の
基

礎
的
な
科
目
や
司
書
資
格
あ
る
い
は
学
芸
員

資
格
な
ど
の
取
得
に
向
け
て
の
準
備
も
、し
っ

か
り
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
に
つ
い

て
も
指
導
に
力
を
注
ぎ
、
昨
年
度
も
七
十
人

の
学
生
が
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

両
大
学
の
学
生
た
ち
に
対
し
て
は
、
地
域

住
民
の
方
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
厚
く
、
地
元

に
根
差
す
大
学
短
大
と
し
て
市
民
に
愛
さ
れ

る
存
在
で
あ
る
の
だ
と
痛
感
す
る
日
々
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
一
同
、
安
心
し
て

勉
学
に
励
め
る
環
境
づ
く
り
に
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
本
学
の
教
育
活
動
を

お
見
守
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
支

援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

玄関前から仰ぎ見る満開桜と玄関前から仰ぎ見る満開桜と
城下町を造る起点となった兜山城下町を造る起点となった兜山

ご
あ
い
さ
つ

新
入
生
の
声

新
入
生
の
声

山
形
県
公
立
大
学
法
人　

理
事
長

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学
・
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

学　

長　

阿
　
部
　
宏
　
慈

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

　
健
康
栄
養
学
部
　
健
康
栄
養
学
科

一
年

斎
藤
　
莉
愛

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
国
語
国
文
学
科

一
年

青
木
　
蒼
空
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会
　
長

吉
野　

祐
治（
二
年
保
護
者
）

副
会
長

小
関　

陽
市（
一
年
保
護
者
）

遠
藤　

隆
幸（
一
年
保
護
者
）

小
池　

隆
太（
図
書
館
長
）

理
　
事

新
野　

繁
実（
四
年
保
護
者
）

濱
田　

明
孝（
三
年
保
護
者
）

赤
間　

吉
広（
二
年
保
護
者
）

髙
橋　

一
紀（
二
年
保
護
者
）

菅
原　

伸
祐（
二
年
保
護
者
）

渡
辺　

浩
行（
一
年
保
護
者
）

髙
橋　

和
廣（
一
年
保
護
者
）

金
光　

秀
子

（
栄
養
大
学
学
生
部
長
兼
栄
養
大

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

松
井　

真
人

（
米
短
学
生
部
長
兼
米
短
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

渡
辺　

博
幸（
事
務
局
長
）

監
　
事

横
山　

智
子（
二
年
保
護
者
）

佐
藤
サ
ト
ミ（
一
年
保
護
者
）

小
林　

文
雄

（
米
短
日
本
史
学
科
長
）

代
議
員

折
原　

俊
文（
四
年
保
護
者
）

和
賀　

育
栄（
四
年
保
護
者
）

鈴
木　

洋
子（
三
年
保
護
者
）

峯
田　

雄
篤（
三
年
保
護
者
）

佐
々
木
琴
恵（
二
年
保
護
者
）

色
摩　

信
也（
二
年
保
護
者
）

佐
藤　
　

恵（
二
年
保
護
者
）

戸
田　

千
夏（
二
年
保
護
者
）

小
松　

直
行（
二
年
保
護
者
）

佐
藤　

由
花（
二
年
保
護
者
）

山
口　

智
美（
二
年
保
護
者
）

渡
部　

恵
子（
二
年
保
護
者
）

髙
橋　

要
一（
二
年
保
護
者
）

井
上　

重
弘（
二
年
保
護
者
）

鈴
木　

秀
幸（
二
年
保
護
者
）

大
山　

春
美（
二
年
保
護
者
）

中
嶋　

香
織（
二
年
保
護
者
）

漆
山　
　

裕（
一
年
保
護
者
）

我
妻　

敦
子（
一
年
保
護
者
）

安
部　

孝
義（
一
年
保
護
者
）

西
長　

孝
浩（
一
年
保
護
者
）

後
藤　

優
美（
一
年
保
護
者
）

佐
々
木
郁
文（
一
年
保
護
者
）

大
友　

美
樹（
一
年
保
護
者
）

遠
藤　

美
佳（
一
年
保
護
者
）

相
田　

則
之（
一
年
保
護
者
）

淀
川
久
美
子（
一
年
保
護
者
）

佐
藤　

弥
生（
一
年
保
護
者
）

金
子　
　

豊（
一
年
保
護
者
）

冨
樫　

圭
子（
一
年
保
護
者
）

大
和
田
浩
子

（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
長
）

薗
部　

寿
樹（
米
短
副
学
長
）

佐
々
木
紀
一

（
米
短
国
語
文
学
科
長
）

阿
部　

隆
夫

（
米
短
英
語
英
文
学
科
長
）

石
﨑　
　

毅

（
米
短
社
会
情
報
学
科
長
）

幹
　
事

佐
藤　

克
也（
事
務
局
員
）

会
　
計

井
渕　

善
洋（
事
務
局
員
）

書
　
記

原　

恵
美
子（
事
務
局
員
）

　

本
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
、
代
議
員
の

方
々
に
審
議
頂
き
、
次
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一
　
令
和
四
年
度
事
業
実
績
報
告
及
び
収

支
決
算
に
つ
い
て

　

表
１
～
５
の
と
お
り
、
令
和
四
年
度

事
業
実
績
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収

支
予
算（
案
）に
つ
い
て 

　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
に
つ
い
て
、
表
６
～
10
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

三
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

石
黒
龍
実
会
長
が
退
任
さ
れ
、
吉
野

祐
治
新
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
五
年
度
の
新
役
員
並
び
に
代
議
員
の

方
々
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

四
　
顧
問
の
選
任
に
つ
い
て

　

本
会
顧
問
と
し
て
次
の
方
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

鈴
木　

裕
美
さ
ん

　
　

（
令
和
三
年
度
本
会
会
長
）

　
　

石
黒　

龍
実
さ
ん

　
　

（
令
和
四
年
度
本
会
会
長
）

五
　
寄
付
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
度
の
図
書
整
備
拡
充
費
に

よ
り
購
入
し
た
図
書
（
七
百
八
十
二

冊
）
及
び
、
学
内
に
設
置
し
た
Ｗ
Ｉ
Ｆ

Ｉ
及
び
エ
ア
コ
ン
を
法
人
に
寄
付
す
る

こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和４年度　山形県公立大学法人教育振興会　事業実績報告（表１）
１　事業等
⑴　就職・編入学支援関係事業
　①就職支援員の配置（栄養大・米短大生の就職相談・支援等）
　②就職・編入学対策講座等の開設支援（講師謝金等の負担）

実施月 講　座　等　名
令和４年４月 面接練習・面接訓練、編入学ガイダンス・志望理由書・英語・

小論文講座、公務員勉強会（～７月まで毎月）

５月 編入学小論文模試（基礎）、公務員模試（実戦）①、
グループディスカッション講座

６月 公務員模試（実践）②、編入学小論文模試（人文・社会）
７月 インターンシップ事前講座（ビジネスマナー講座）、

編入学小論文模試・英語模試、先輩の話を聞く会（編入学）、
公務員模試（実戦）③、就職活動リスタート講座

９月 編入学面接練習

10月 公務員面接練習、公務員勉強会（～12月まで毎月）
先輩の話を聞く会（栄養大）

11月 公務員模試（基礎）①、社会人基礎力養成講座、
先輩の話を聞く会（公務員、就職）

12月 就活対策強化講座（～１月まで全３回）、就職内定体験報告会
令和５年１月 合格体験報告会（公務員、編入学）、公務員模試（基礎）②
※一部法人予算を含む。

　③その他
　　・就職・編入学支援関連図書の購入
　　・管理栄養士国家試験対策関連書籍の購入
⑵　学生への助成
①公務員模試受験料への助成（助成額800円／人（受験料1,800円））延べ105
名受験

②学生の資格（TOEIC、日商PC検定、情報処理技術者、日商簿記、ピアヘ
ルパー認定）取得への助成（助成額1,000円/人　※TOEIC（公開試験）のみ
2,000円/人）延べ201名受験

⑶　オープンキャンパス開催への支援
　　サポート学生への謝礼等の支出
　　　栄大　7名　短大　14名
⑷　教育振興会会報の発行
　　第1号（8/20）、第2号（1/20）、第3号（3/10）
⑸　図書の購入、施設整備
　①図書・雑誌（学生希望）の購入
　②施設整備

・学内WIFI設置（Ａ号館学生ホール、Ｂ号館403教室、Ｃ号館情報処理教室）

・屋外防犯カメラの設置（短大１台、栄養大１台）
・健康トレーニング室のトレーニング機器の更新（リース）
・エアコン更新（Ｂ号館404演習室）

⑹　奨学金貸付
　　・１名に10万円貸付
　　・令和４年度に償還済（繰上償還）
⑺　その他
　①学生相談業務（公認心理師の配置）
　②携帯用防犯ブザーの入学者への配布
　③学生教育研究災害保険付帯賠償責任保険への加入
　④米沢市市民バス等回数券の助成
　　１セット2,000円（200円券×10枚）あたり、500円助成（１／４）
　　１セット1,000円（100円券×10枚）あたり、250円助成（１／４）
　　令和４年度販売額　１セット2,000円×337＝674,000円
　　　　　　　　　　　１セット1,000円× 4＝ 4,000円
　　　　　　　　　　　合計　　　　　　　　　　678,000円

（助成額169,500円）
※市民バス回数券は令和５年３月31日をもって販売を終了したため、助
成も令和４年度で終了

　⑤広報事業（新聞への大学のPR広告掲載）
　⑥卒業生への卒業記念品（デジタル置時計）の配布
　⑦学生自治会への助成（吾妻祭実施経費）※３年ぶり開催

２　会議等
⑴　理事会・総会
　　日　　時　令和４年６月23日㈭
　　　　　　　理事会　15:00～
　　　　　　　総会　　16:00～
　　場　　所　理事会　短大Ｂ号館３階304教室
　　　　　　　総会　　短大Ｂ号館３階視聴覚教室
　　協議事項　令和３年度事業実績報告及び収支決算
　　　　　　　令和４年事業計画（案）及び収支予算（案）
　　　　　　　理事及び監事の選任について
　　　　　　　会長、副会長等の選任について　
　　　　　　　顧問の選任について
　　　　　　　寄付について

※新型コロナウイルス感染症対策のため、入学式を簡略化して開催、入
学式に併せて開催していた入会式は中止した。

令
和
五
年
度
教
育
振
興
会
役
員
・
代
議
員
名
簿

（
敬
称
略
）

令
和
五
年
度
総
会
報
告
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令和４年度　山形県公立大学法人教育振興会　一般会計収支決算（表２）
〈収入の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
会 費 14,570,000 14,450,000 △120,000

会 費 6,920,000 6,825,000 △95,000 栄養大（１～４年）：＠10,000×174名　短大（１、２年）：＠10,000×505名　過年度分＠10,000×４名　返金（後期分）＠△5,000×１名
入 会 金 7,650,000 7,625,000 △25,000 @25,000×303名（栄45、短258）　過年度＠25,000×２名

保 　 険 　 料 720,000 756,671 36,671 職員の保険料個人負担分
前 年 度 繰 越 金 3,498,366 3,498,366 0 令和３年度からの繰越金
諸 　 収 　 入 634 48 △586 預金利子等

合　　　　計 18,789,000 18,705,085 △83,915
〈支出の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
運 営 総 務 費 3,570,000 3,652,947 82,947

会 議 費 70,000 14,700 △55,300 総会・理事会等
職 員 費 2,750,000 3,039,323 289,323 職員（書記）賃金等
旅 費 100,000 44,000 △56,000 監査・総会・理事会出席旅費
需 用 費 50,000 660 △49,340 事務用品等
会 報 発 行 費 450,000 460,528 10,528 会報の発行及び郵送料
総 務 諸 費 150,000 93,736 △56,264 振込手数料等

教 育 振 興 費 10,300,000 8,809,651 △1,490,349
進 路 支 援 費 6,400,000 6,350,011 △49,989 キャリア支援講座、就職支援員の配置等
教 務 補 導 費 1,200,000 1,000,310 △199,690 賠償責任保険、実習関係助成等
学生自治会費 800,000 800,000 0 大学祭への助成
教育振興諸費 1,900,000 659,330 △1,240,670 卒業記念品関係、バス回数券購入助成等

体 育 協 力 費 150,000 0 △150,000
総 体 参 加 費 150,000 0 △150,000 選手参加旅費支援
総体参加諸費 0 0 0

大学活性化対策支援費 510,000 121,410 △388,590
入 試 等 支 援 310,000 14,480 △295,520 オープンキャンパス開催支援
広報･公聴支援 200,000 106,930 △93,070 学園都市推進協議会、広告料等

特別会計繰出金 特別会計繰出金 4,159,000 4,159,000 0
予 備 費 100,000 0 △100,000

予 備 費 100,000 0 △100,000
合　　　　計 18,789,000 16,743,008 △2,045,992

（収入合計）－（支出合計）　18,705,085円－16,743,008円＝1.962,077円（令和５年度へ繰越）

令和４年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（施設拡充費）収支決算（表３）
〈収入の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
施 設 拡 充 費 3,510,000 3,490,000 △20,000

施 設 拡 充 費 3,510,000 3,490,000 △20,000 短大施設拡充寄附金＠10,000×258名　栄大施設拡充寄附金＠20,000×45名　過年度未納者分＠10,000×１名
繰 入 金 4,159,000 4,159,000 0

一般会計繰入金 4,159,000 4,159,000 0
積立金繰入金 0 0 0

繰 越 金 799,578 799,578 0
前年度繰越金 799,578 799,578 0 令和３年度からの繰越金

諸 収 入 422 16 △406
雑 入 金 422 16 △406 預金利子等

合　　　　計 8,469,000 8,448,594 △20,406
〈支出の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
大 学 整 備 費 8,169,000 7,576,284 △592,716

整 備 拡 充 費 1,200,000 1,151,826 △48,174 学内WIFI設置、屋外防犯カメラ設置
環 境 整 備 費 1,540,000 1,224,586 △315,414 トレーニング機器リース（一部更新）　学内樹木雪囲い等
図書整備拡充費 4,929,000 4,727,099 △201,901 学生希望図書、電子書籍等
記念資料室整備充実費 500,000 472,773 △27,227 企画展運営及び資料整理経費等

積 立 金 積 立 金 0 0 0
予 備 費 300,000 0 △300,000

予 備 費 300,000 0 △300,000
合　　　　計 8,469,000 7,576,284 △892,716

（収入合計）－（支出合計）　8,448,594円－7,576,284円＝872,310円（令和５年度へ繰越）

令和４年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（積立金）収支決算書（表４）
単位：円

科　　　目 期　首　残　高 期中積立額 期中取崩額 期 末 残 高 摘　　　　　　　　要
積　立　金 12,411,798 203 0 12,412,001 市内の金融機関４行に定期預金として預入

新規積立　　0円
　利息　　　203円

監　査　報　告　書
令和４年度山形県公立大学法人教育振興会の会計監査を実施した
ところ、業務、帳簿・証拠書類等適正に執行されていたことを報
告いたします。
　令和５年６月22日

山形県公立大学法人教育振興会　　　

令和４年度　山形県公立大学法人教育振興会　奨学金貸付特別会計収支決算（表5）
〈収入の部〉 単位：円

大科目 小科目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　要
繰 入 金 0 0 0

繰 入 金 0 0 0
繰 越 金 4,497,630 4,497,630 0

前年度繰越金 4,497,630 4,497,630 0 令和３年度からの繰越金
貸付金回収収入 0 100,000 100,000

奨学金回収収入 0 100,000 100,000 １名から回収（繰上償還）
合　　　　計 4,497,630 4,597,630 100,000

〈支出の部〉 単位：円
大科目 小科目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　要

貸 付 金 3,600,000 100,000 △3,500,000
奨学金貸付金 3,600,000 100,000 △3,500,000 １名に貸付

事 務 費 300,000 0 △300,000
事 務 費 300,000 0 △300,000

予 備 費 597,630 0 △597,630
予 備 費 597,630 0 △597,630

合　　　　計 4,497,630 100,000 △4,397,630
（収入合計）－（支出合計）　4,597,630円－100,000円＝4,497,630円（令和５年度へ繰越）
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令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　一般会計収支予算（案）（表７）
〈収入の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
会 費 14,345,000 14,570,000 △225,000

会 費 6,920,000 6,920,000 0 @10,000×174名（栄養大）　@10,000×518名（短大）
入 会 金 7,425,000 7,650,000 △225,000 @25,000×297名（栄43・短254）※入学生のみ

保 険 料 760,000 720,000 40,000 職員の保険料個人負担分
前 年 度 繰 越 金 1,962,077 3,498,366 △1,536,289 令和４年度からの繰越金
諸 収 入 923 634 289 預金利子等

合　　　　計 17,068,000 18,789,000 △1,721,000
〈支出の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
運 営 総 務 費 3,860,000 3,570,000 290,000

会 議 費 20,000 70,000 △50,000 総会・理事会等
職 員 費 3,100,000 2,750,000 350,000 書記賃金等
旅 費 80,000 100,000 △20,000 会議等
需 用 費 10,000 50,000 △40,000 事務用品、印刷経費等
会 報 発 行 費 530,000 450,000 80,000 会報の発行及び郵送料
総 務 諸 費 120,000 150,000 △30,000 振込手数料等

教 育 振 興 費 10,100,000 10,300,000 △200,000
進 路 支 援 費 6,500,000 6,400,000 100,000 就職支援員の配置、キャリア支援講座等
教 務 補 導 費 1,100,000 1,200,000 △100,000 学生の保険加入、学生相談経費等
学生自治会費 800,000 800,000 0 自治会活動（大学祭）補助
教育振興諸費 1,700,000 1,900,000 △200,000 入学・卒業式支援等

体 育 協 力 費 200,000 150,000 50,000
総 体 参 加 費 200,000 150,000 50,000 参加料・選手参加旅費
総体参加諸費 0 0 0 東北地区体育連盟脱退のため

大学活性化対策支援費 480,000 510,000 △30,000
入 試 支 援 310,000 310,000 0 オープンキャンパス開催支援等
広報・公聴支援 170,000 200,000 △30,000 学園都市推進協議会、広告掲載等

特別会計繰出金 特別会計繰出金 2,328,000 4,159,000 △1,831,000
予 備 費 100,000 100,000 0

予 備 費 100,000 100,000 0
合　　　　計 17,068,000 18,789,000 △1,721,000

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（施設拡充費）収支予算（案）（表８）
〈収入の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
施 設 拡 充 費 3,400,000 3,510,000 △110,000

施 設 拡 充 費 3,400,000 3,510,000 △110,000 ＠20,000×43名（栄養大）　＠10,000×254名（短大）
繰 入 金 3,744,000 4,159,000 △415,000

一般会計繰入金 2,328,000 4,159,000 △1,831,000
積立金繰入金 1,416,000 0 1,416,000

繰 越 金 872,310 799,578 72,732
前年度繰越金 872,310 799,578 72,732 令和４年度からの繰越金

諸 収 入 690 422 268
雑 入 金 690 422 268 預金利子等

合　　　　計 8,017,000 8,469,000 △452,000
〈支出の部〉 単位：円

大　科　目 小　科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
大 学 整 備 費 7,917,000 8,169,000 △252,000

整 備 拡 充 費 600,000 1,200,000 △600,000 学内WIFI設置、屋外防犯カメラ設置
環 境 整 備 費 1,660,000 1,540,000 120,000 トレーニング機器リース、ティーサーバー更新、学内樹木雪囲い等
図書整備拡充費 5,157,000 4,929,000 228,000 学生希望図書、電子書籍等
記念資料室整備充実費 500,000 500,000 0 企画展運営及び資料整理経費等

積 立 金 積 立 金 0 0 0
予 備 費 100,000 300,000 △200,000

予 備 費 100,000 300,000 △200,000
合　　　　計 8,017,000 8,469,000 △452,000

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（積立金）収支予算（案）（表９）
単位：円

科　　　目 期　首　残　高 期中積立額 期中取崩額 期 末 残 高 摘　　要
積立金 12,412,001 0 1,416,000 10,996,001 市内の金融機関４行に定期預金として預入

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　奨学金貸付特別会計収支予算（案）（表10）
〈収入の部〉 単位：円 〈支出の部〉 単位：円

大科目 小科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　要 大科目 小科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　要
繰 入 金 0 0 0 貸 付 金 3,600,000 3,600,000 0

繰 入 金 0 0 0 奨学金貸付金 3,600,000 3,600,000 0 60万円（限度額）×６名 
繰 越 金 4,497,630 4,497,630 0 事 務 費 300,000 300,000 0

前年度繰越金 4,497,630 4,497,630 0 令和４年度からの繰越金 事 務 費 300,000 300,000 0 切手、郵送料等
貸付金回収収入 0 0 0 予 備 費 597,630 597,630 0

奨学金回収収入 0 0 0 予 備 費 597,630 597,630 0
合　　　　計 4,497,630 4,497,630 0 合　　　　計 4,497,630 4,497,630 0

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　事業計画（案）（表６）
１　事業等
⑴　就職・編入学支援関係事業
・就職支援員の配置
・就職・編入学対策講座等の開設支援（講座の講師
謝金負担等）

・就職・編入学、国家試験（管理栄養士）関連図書の購入
⑵　学生への助成
・各種試験（公務員模試、資格取得（TOEIC、日商
PC検定、情報処理技術者、日商簿記、ピアヘルパー
認定）受験への助成　

・スポーツ大会（全国・東北）への参加経費への助成
⑶　オープンキャンパス開催への支援
　参加生徒との交流（懇談）にかかる経費の支出
　・短期大学オープンキャンパス　７月29日㈯及び７月30日㈰

　・栄養大学オープンキャンパス　８月５日㈯及び８月６日㈰
⑷　教育振興会会報の発行　　年３回発行
　※各大学のLINEで行事等の情報を提供

米沢女子短期大学
LINE公式
アカウント

米沢栄養大学
LINE公式
アカウント

⑸　図書の購入、施設整備
①学生及び学科の希望する図書の購入
②学生の教育環境や学生生活の充実に必要な施設等
の整備
・食堂のティーサーバー更新（リース）
・学内WIFI設置（Ａ号館情報処理教室、Ｂ号館
201教室）

・屋外防犯カメラ設置（栄養大１台）
・学内樹木の管理　　等

⑹　広報事業　新聞等への大学のPR広告掲載を実施　など
⑺　その他
　①入学者への携帯用防犯ブザー等の配布
　②学生教育研究災害保険付帯賠償責任保険への加入
　③学生自治会への助成（吾妻祭）

２　会議等
⑴　理事会の開催
⑵　総会の開催
※新型コロナウイルス感染症対策のため、入学式を
簡略化して開催したことから、通常入学式時に実
施している入会式は中止。
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学
生
は
大
学
と
自
宅
の
往
復
が
中
心
で
、
米
沢
市
の
良
さ
を
知
る
機

会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、
米
沢
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、

米
沢
駅
を
中
心
に
街
中
を
探
検
し
、
地
域
住
民
や
行
政
担
当
者
と
の
対

話
や
協
動
を
通
し
て
、
米
沢
市
の
良
さ
を
知
る
と
も
に
、
地
域
と
連
携

し
、
将
来
的
に
米
沢
駅
前
に
若
者
が
集
う
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
な

げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
た
ち
が
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
三
十
一
日
に
は
、
米
沢
市
駅
二
階
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
山
形
県
の
小
林
総
務

部
長
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
米
沢
市
駅
前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
み
を
進
め
、
年
度

末
に
は
事
業
成
果
の
報
告
を
行
う
予
定
で
す
。

　

米
沢
女
子
短
期
大
学
で
は
七
月
二
十
九
日

㈯
、
七
月
三
十
日
㈰
の
両
日
、
米
沢
栄
養
大
学

で
は
八
月
五
日
㈯
、八
月
六
日
㈰
の
両
日
、オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

位
置
づ
け
が
五
類
感
染
症
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
人
数
制
限
の
な
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

両
大
学
合
わ
せ
て
八
二
二
名
の
高
校
生
、
保

護
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
教
育
内
容
や
取
得

で
き
る
資
格
、
卒
業
後
の
進
路
、
学
生
生
活
等

の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

こ
こ
数
年
は
十
分
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
在
学

生
と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
在
学
生
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
米
短
入
学
当
初
か
ら
、「
心
理
学
を
学
べ
る
四
年
制
大
学
へ
編
入

し
た
い
」
と
い
う
進
路
の
希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
編
入
試
験

対
策
の
勉
強
に
本
腰
を
入
れ
た
の
は
か
な
り
遅
く
、
二
年
の
夏
が
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
が
、
常
に
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
励
ま
し
や
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
の
指
導
、
温
か
い
お
言
葉
の
お
か
げ

で
な
ん
と
か
踏
ん
張
れ
、
今
の
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
先
生
方
の
お
か
げ
で
今
の
私
が
在
る
と
感
じ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

編
入
し
て
約
三
か
月
半
が
過
ぎ
て
今
思
う
こ
と
は
、「
編
入
学
試
験
合

格
が
ゴ
ー
ル
で
は
無
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
短
卒
業
後
も
勿
論
人
生

は
続
い
て
い
き
ま
す
。大
人
に
な
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、辛
く
苦
し
い
こ
と
、

迷
い
、
変
わ
れ
な
い
自
分
へ
の
苛
立
ち
、
ど
う
し
よ
う
も
無
い
こ
と
に
突

き
当
た
り
、
自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
る
場
面
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
時
、折
れ
そ
う
な
心
の
支
え
と
な
る
の
は
、家
族
や
友
人
だ
け
で
な
く
、

「
自
分
の
好
き
な
こ
と
」
も
と
て
も
大
き
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
の
場

合
、
そ
の
大
き
な
一
つ
が
「
心
理
学
」
で
す
。
短
大
時
代
、
好
き
な
こ
と

を
育
む
こ
と
、
趣
味
を
思
い
切
り
楽
し
む
こ
と
な
ど
も
、
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
（
編
入
後
は
忙
し
い
の
で
覚
悟
が
必
要
で
す
笑
）。
皆
さ
ん

が
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

就
活
で
大
事
な
事
は
、
企
業
探
し
の
軸
を
定
め
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
私
が
就
活
を
始
め
た
短
大
一
年
生
の
一
月
頃
は
就
き
た
い
職
業
が
見

つ
か
ら
ず
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
て

い
く
内
に
、「
就
き
た
い
職
業
」
で
は
な
く
「
働
き
や
す
さ
」
を
軸
に
企

業
を
探
す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
を
経
験
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
く
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
職
場

が
理
想
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
為
、
面
接
の
際
は
必
ず
有
給
消
化
率
を

は
じ
め
福
利
厚
生
に
つ
い
て
質
問
し
、
同
時
に
会
社
Ｈ
Ｐ
を
閲
覧
し
、
社

員
の
働
き
や
す
さ
の
た
め
に
企
業
が
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
六
月
頃
、
学
内
の
合
説
に
参
加
し
た
際
に
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
は

「
え
る
ぼ
し
」
や
「
く
る
み
ん
」
等
厚
生
労
働
省
か
ら
の
認
定
を
受
け
て

い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ご
説
明
の
中
で
も
女
性
の
働
き
や
す
さ
に
つ

い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
に
非
常
に
好
感
を
持
ち
、
そ
の
ま
ま
選

考
に
進
み
、
幸
い
に
も
内
定
を
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

就
活
は
、
今
ま
で
自
分
が
ど
ん
な
こ
と
を
体
験
し
て
き
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
か
を
考
え
る
非
常
に
重
要
な
イ
ベ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
就
活
は
楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
辛
い
事
も
多

い
で
す
が
、
将
来
の
自
分
が
納
得
で
き
る
選
択
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん
最
後

ま
で
諦
め
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

就
職
か
ら
四
ヶ
月
が
経
ち
、
徐
々
に
業
務
内
容
や
職
場
の
雰
囲
気
に
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
栄
養
指
導
や
担
当
病
棟
の
食
事
調
整
な
ど
主

に
栄
養
管
理
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
在
学
時
か
ら
病
院
で
働
き
た
い
と
思
い
、
県
立
四
病
院
と
の
連
携

事
業
へ
の
参
加
、
病
院
見
学
を
行
い
、
病
院
で
働
く
こ
と
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
病
院
で

の
臨
地
実
習
で
は
実
際
に
病
院
で
働
く
管
理
栄
養
士
の
方
々
の
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
中
は
も
ち
ろ
ん
働
き
始
め
て
か
ら
も
役
に
立

つ
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
病
院
に
限
ら
ず
在
学
中
は
、

調
べ
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
し
か
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。
働
き
始
め
て
か
ら
「
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
違
っ
た
。
自
分
の

や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
自
分

の
考
え
と
実
際
の
現
場
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
も
就
職
活
動
を
す
る

上
で
は
、
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
以
前
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と

も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
頑
張
り
が
必
ず
就
職
し
て
か
ら
の

強
み
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
一
番
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
を
よ
く
考

え
、
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
け
る
決
断
が
で
き
る
よ
う
陰
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

入
局
し
て
か
ら
約
四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
日
々
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
職
場
の
雰
囲
気
や
仕
事
に
も
慣
れ
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
米
沢
女
子
短
期
大
学
に
入
学
し
た
頃
か
ら
漠
然
と
公
務
員
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
一
年
生
の
後
期
頃
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

勉
強
会
な
ど
に
参
加
す
る
と
、
周
り
の
人
達
が
受
験
先
を
決
め
始
め
て
い

る
こ
と
に
焦
り
を
感
じ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
資
料
を
取
り
寄
せ
た

り
、
先
生
方
や
家
族
、
友
人
に
相
談
を
し
た
り
し
て
受
験
先
を
決
め
ま
し

た
。
当
初
は
地
方
公
務
員
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
一
次
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
次
試
験
に
合
格
し
て
い
た
国
家
公
務
員
に
す
ぐ
切

り
替
え
、
官
庁
訪
問
や
面
接
の
練
習
等
を
し
ま
し
た
。
国
家
公
務
員
の
試

験
は
一
次
・
二
次
試
験
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
に
官
庁
ご
と
に
も
試
験
が

あ
り
、
忍
耐
力
を
求
め
ら
れ
る
試
験
で
し
た
。
そ
の
中
で
い
く
つ
か
内
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
職
場
の
雰
囲
気
や
仕
事
内
容
に
魅
力
を
感
じ
た

法
務
局
を
最
終
的
に
選
び
ま
し
た
。
私
は
自
分
が
魅
力
を
感
じ
る
、
な
に

か
惹
か
れ
る
と
い
う
感
性
か
ら
仕
事
を
選
び
ま
し
た
が
、
現
在
仕
事
を
し

て
い
て
そ
の
感
性
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

受
験
は
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
周
り
の
人
達
を

頼
っ
て
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
に
出

会
え
る
こ
と
を
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

先輩からのメッセージ
編入学

長
野
大
学　
社
会
福
祉
学
部

福
祉
心
理
コ
ー
ス
三
年

社
会
情
報
学
科
卒
業

渡
部
　
夕
夏

就　職

就　職 就　職

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

　
国
語
国
文
学
科
卒
業

土
赤
　
颯
乃

山
形
県
立
中
央
病
院
　
栄
養
管
理
室
　
管
理
栄
養
士

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学　
健
康
栄
養
学
部

健
康
栄
養
学
科
卒
業

髙
村
ち
ひ
ろ

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

　
英
語
英
文
学
科
卒
業

鈴
木
万
柚
子

米
沢
駅
前
「
映
え
ｃ
ａ
ｆ

米
沢
駅
前
「
映
え
ｃ
ａ
ｆ
éé
」」

オ
ー
プ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

オ
ー
プ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ポ
プ
ラ
は
「
最
上

川
源
流
よ
ね
ざ
わ
紅
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

員
と
し
て
、
去
年
に
引
き
続
き
活
動
し
、
山
形

県
よ
り
『
輝
く
県
民
活
躍
大
賞
～
若
者
部
門
』

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紅
花
の
種
ま
き
や
草
取

り
な
ど
紅
花
栽
培
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
紅
花

の
魅
力
を
体
感
し
、「
よ
ね
ざ
わ
紅
花
祭
り
（
七

月
十
六
日
）」
で
は
そ
の
魅
力
を
楽
し
く
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
初
の
試
み
と
し
て
「
紅

花
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
当
日
は
期
待
と
不
安
、
緊
張
も

あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
に
向
け
準
備
や
練
習
を

し
っ
か
り
と
協
力
し
て
行
い
、
無
事
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
「
き
れ
い
だ
ね
」「
す
ご
い
」「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
心
に
響
く
お
声
を
頂
き
頑
張
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

　

私
達
は
よ
ね
ざ
わ
紅
花
祭
り
や
な
せ
ば
な
る

秋
祭
り
に
参
加
す
る
他
、
献
血
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
、
芋
煮
会
や
謝
恩
会
な
ど
通
町
地

区
の
地
域
の
方
々
と
の
交
流
会
へ
の
参
加
等
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
か
ら

続
く
「
ポ
プ
ラ
」
は
こ
れ
か
ら
も
学
生
の
目
線

で
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
発
信
で
き

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

栄
養
大
で
は
学
年
担
任
に
よ
る
個

人
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
学

年
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ

が
、
一
時
に
四
十
数
名
の
学
生
と
向

か
い
合
う
こ
と
の
困
難
さ
と
と
も

に
、
授
業
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
学
生
の
表
情
や
、
面
談
を
重
ね
る

こ
と
で
学
生
の
成
長
に
出
会
え
る
豊

か
な
時
間
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
一
年
生
も
七
月
二
十
四
日

か
ら
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
一
年
生

は
高
校
生
活
の
多
く
を
コ
ロ
ナ
禍
で

過
ご
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
学
び
つ

づ
け
て
き
た
こ
と
へ
の
敬
意
と
、
コ

ロ
ナ
禍
後
の
大
学
生
活
へ
の
一
歩
を

後
押
し
で
き
る
よ
う
、
そ
ん
な
面
談

を
心
が
け
て
い
る
。

　

入
学
式
の
翌
日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
初
日
の
午
後
出
発
と
い
う
、

こ
れ
ま
た
前
代
未
聞
の
日
程
で
、
研

修
旅
行
を
組
み
、
い
さ
さ
か
不
安
も

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
入
学
式
前
に
す

で
に
研
修
旅
行
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
来
て
い
る
と
も
聞
き
、
学
生
と
保

護
者
の
意
気
込
み
も
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。

　

さ
て
研
修
旅
行
中
も
、
コ
ロ
ナ
下

の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
を
取
り
戻
す

よ
う
に
、
学
生
の
積
極
性
が
例
年
に

な
く
感
じ
ら
れ
、
頼
も
し
か
っ
た
で

す
。
現
在
は
大
分
、
落
ち
着
き
、
例

年
ら
し
さ
が
戻
っ
た
印
象
で
す
。
マ

ス
ク
で
熱
中
症
気
を
つ
け
て
ね
。

　

こ
こ
数
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で

の
学
校
生
活
は
、
マ
ス
ク
を
常
に
つ

け
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
教
員
と
し
て
は
、
な
ん
と
も

や
り
に
く
い
場
面
に
度
々
遭
遇
し
ま

し
た
。
授
業
中
に
学
生
が
理
解
し
た

の
か
ど
う
か
、
顔
を
見
れ
ば
な
ん
と

な
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
が
、

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、

顔
の
表
面
積
の
大
部
分
を
覆
っ
て
し

ま
う
マ
ス
ク
に
よ
っ
て
、
顔
そ
の
も

の
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
は

ち
ら
ほ
ら
授
業
中
に
マ
ス
ク
を
外
し

て
い
る
学
生
も
出
て
く
る
よ
う
に

な
っ
て
、
な
ん
と
な
く
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
や
健
康
状
態
に
沿
っ
て
の
対

策
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
表
情
を
晒

す
、
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
頭
の

片
隅
に
置
い
て
学
生
生
活
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
密
を
避
け
る
た

め
に
、
二
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
制
限
の
中
で
授
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
は
や
っ
と
コ
ロ
ナ
前
の
形
態
で
授

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
入
学
後
数

カ
月
た
っ
て
個
人
面
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
学
生
が
充
実
し
た
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
一
安

心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
手
洗
い
、
う

が
い
、
マ
ス
ク
と
感
染
防
止
を
心
が

け
る
必
要
は
あ
り
そ
う
で
す
が
、
か

け
が
え
の
な
い
大
学
生
活
を
十
分
に

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

四
月
に
は
久
方
ぶ
り
の
研
修
旅
行

も
実
施
さ
れ
、
担
当
す
る
キ
ャ
リ
ア

支
援
科
目
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
調
子
で
、
前

向
き
な
米
短
生
活
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
、
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

こ
の
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
五
類
感
染
症
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
夏
の
猛

暑
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
前
期
末
に

は
学
内
外
で
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
素

顔
を
拝
見
す
る
機
会
も
増
え
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
慣
れ
な
の
か

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
な
の
か
、
兎
に
角

コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
生
活
に
戻
り
つ
　

コ
ロ
ナ
の
流
行
も
終
息
し
た
。
も

　

学
生
た
ち
が
自
ら
制
作
し
た
動
画

や
イ
ラ
ス
ト
を
課
題
制
作
や
課
外
活

動
な
ど
の
何
気
な
い
局
面
で
活
用
・

共
有
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
メ

デ
ィ
ア
活
用
能
力
の
向
上
と
そ
の
社

会
生
活
へ
の
反
映
が
窺
え
ま
す
。
技

術
・
ス
キ
ル
の
次
元
か
ら
、「
デ
ジ

タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」（
情

報
技
術
の
利
用
に
関
す
る
適
切
で
責

任
あ
る
行
為
規
範
）
の
次
元
へ
と
、

社
会
は
否
が
応
で
も
シ
フ
ト
ア
ッ
プ

さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
同
時
に
、「
対

面
」
を
大
事
に
す
る
切
実
さ
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
に

乗
り
越
え
て
き
た
波
の
大
き
さ
が
痛

感
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
表
面
的
な
こ

と
一
時
的
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
学
生
、
教
職
員
に
は
〝
よ

し
頑
張
る
ぞ
〟
と
い
う
明
る
い
希
望

が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

新
た
な
気
運
の
も
と
、
五
三
名
の
新

入
生
が
日
本
史
学
科
に
入
学
し
た
。

四
月
の
新
入
生
研
修
旅
行
は
蔵
王
か

ら
山
寺
そ
し
て
紅
花
資
料
館
を
見
学

し
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
二
年

生
も
ゼ
ミ
に
サ
ー
ク
ル
、
そ
し
て
各

自
の
進
路
に
と
日
々
励
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
ぜ
ひ
と
も
、
米
短
・
栄
養

大
関
係
者
み
ん
な
の
力
を
結
集
し
、

コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
さ
ら
に
〝
活
気

に
満
ち
た
〟
米
短
・
栄
養
大
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

七
月
十
六
日
に
Ｙ
Ｂ
Ｃ

山
形
放
送「
や
ま
が
た
サ

ン
デ
ー
５
」で「
ポ
プ
ラ
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
たhttps://www.youtube.com/

watch?v=W4jtmLGPkyE

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部
　
健
康
栄
養
学
科

教
授
安
部
　
貴
洋

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

国
語
国
文
学
科

教
授
佐
々
木
紀
一

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

英
語
英
文
学
科

教
授
渡
邊
真
由
美

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

社
会
情
報
学
科
　

教
授
小
池
　
隆
太

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

国
語
国
文
学
科
　

准
教
授
後
藤
　
和
也

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

日
本
史
学
科教授

布
施
　
賢
治

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部
　
健
康
栄
養
学
科

教
授
北
林
　
蒔
子

コ
ロ
ナ
禍
後
の

学
生
生
活

『
輝
く
県
民
活
躍
大
賞
～
若
者
部
門
』

『
輝
く
県
民
活
躍
大
賞
～
若
者
部
門
』

受
賞
と
活
動
に
つ
い
て

受
賞
と
活
動
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ポ
プ
ラ
代
表

英
語
英
文
学
科
二
年

佐
々
木
彩
夏
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学　年 テーマ キャリア教育正課内
キャリア支援センター　支援計画

個別相談 主な個別支援講座 公務員試験対策

１年次

前
期大学生活に慣

れる
管理栄養士を
職業として意
識する

◆基礎ゼミナール
◎キャリア形成ガイダンス

◎公務員ガイダンス（７月）
◆キャリアデザイン

後
期

◆管理栄養士導入教育論 ◎第１回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎県内企業見学バスツアー（２月）
◎教員採用試験対策講座ガイダンス（３月）

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（２月）

２年次

前
期

自分の進路に
ついて多角的
に考える

◎キャリアガイダンス
◎キャリア支援アンケート実施

◎公務員ガイダンス
（７月）

◎インターンシップ事前講座（ビジネス
マナー講座）【短大合同】

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（８月）

後
期

◎第２回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎県内企業見学バスツアー（２月）
◎教員採用試験対策講座ガイダンス（３月）

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（２月）

３年次

前
期

希望進路に向
けての準備を
具体的に行う

◎キャリアガイダンス
◎キャリア支援アンケート実施

◎公務員ガイダンス
（７月）

◎インターンシップ事前講座（ビジネスマナー講座）
　【短大合同】
◎就職活動準備講座

◎公務員講座（上級知能）
（８月）

後
期

◎第３回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎就職支援サイト活用説明会（11月）
◎就活ワークショップ①（11月）
◎就活ワークショップ②③（１月）
◎県内企業見学バスツアー（２月）
◎メイクアップ講座【短大合同】（２月）

◎公務員講座（上級知識）
（３月）

◎教員採用試験対策ガイダンス（３月）
◎３大学合同企業説明会（３月）
◎学内合同企業説明会（３月）

◎公務員講座（直前対策）
（３月）

４年次
前
期

進路を定めて
自ら動いて就
職・進学に結
び付ける

◎キャリア支援アンケート実施 ◎公務員試験
　模擬試験受験

◎教員採用試験　模擬試験受験 ◎公務員試験
　二次試験対策講座

◎面接・ディスカッション練習
後
期 ◎就職内定状況調査

◆
臨
地
実
習

◆
卒
業
研
究

◎
進
路
に
関
す
る
個
別
相
談
、
履
歴
書
添
削
、
面
接
訓
練
な
ど
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
求
人
情
報
等
の
情
報
提
供

学年 キャリア形成の流れ 月 共　通 就職志望者向け 公務員志望者向け 編入学志望者向け

１　
　
年　
　
生

大学生活に慣
れ、自分の個
性や適性を考
える

４月 キャリア形成ガイダンス
５月 インターンシップガイダンス
６月 インターンシップ事前講座

７月 日商PC検定試験①　 公務員講座ガイダンス 小論文･英語模試
OGの話を聞く会（編入学）

８月 インターンシップ参加 公務員講座（知能）

９月

進路について
考える

10月 キャリセンガイダンス キャリセン進路別ガイダンス（就職） キャリセン進路別ガイダンス（公務員）
公務員試験対策勉強会（～12月）全24回

キャリセン進路別ガイダンス（編入学）

11月
ピアヘルパー認定試験対
策勉強会
社会人基礎力養成講座

就活支援セミナー
就活対策強化講座①･②
OGの話を聞く会（就職）

公務員模擬試験（基礎編①）
OGの話を聞く会（公務員）

編入学ガイダンス

希望進路に向
けての準備を
具体的に行う

12月

ピアヘルパー認定試験
自己分析･PR対策講座
ES･履歴書対策講座

就活スタートガイダンス
業界勉強会
就職内定体験報告会
自己分析･PR対策講座（再掲）
ES･履歴書対策講座（再掲）

１月

面接対策講座
日商PC検定試験②

キャリアガイダンス

面接対策講座（再掲）

キャリセン進路別ガイダンス（就職）
（同左）

公務員合格体験報告会
公務員･SPI講座ガイダンス
公務員模擬試験（基礎編②）
キャリセン進路別ガイダンス（公務員）

（同左）

編入学合格体験報告会

キャリセン進路別ガイダンス（編入学）
（編入学対策及び新聞活用講座）

２月 就活ワークショップ
SPI講座、メイクアップ講座

就活ワークショップ（再掲）
県内企業見学バスツアー

公務員講座（知能）
公務員講座（知識）

３月

３月１日
広報活動開始
三大学合同企業説明会
合同企業説明会貸切バス運行（山形）
合同企業説明会貸切バス運行（仙台）

公務員講座（知識）
公務員講座（知能演習）

英語講座（高大連携事業）

２　
　
年　
　
生

進路情報を集
め、自分で動
く

４月

（キャリアガイダンス）
自己分析･PR対策講座
面接練習･グループディスカッション講座
SPI講座
進路相談会

（キャリセン進路別ガイダンス（就職））
自己分析･PR対策講座（再掲）
面接練習･グループディスカッション講座（再掲）

（キャリセン進路別ガイダンス（公務員））
公務員試験対策勉強会（～7月）全30回

（キャリセン進路別ガイダンス（編入学））

志望理由書講座･英語講座
･小論文講座

５月
第１回学内合同企業説明会 公務員模擬試験（実戦編①）  小論文模試（基礎）

６月
6月1日
採用選考活動開始
第２回学内合同企業説明会

公務員模擬試験（実戦編②）
公務員業界セミナー

小論文模試
（人文･社会科学系）

７月
日商PC検定試験① ハローワーク活用講座 公務員試験直前ガイダンス

公務員模擬試験（実戦編③）
公務員講座ガイダンス

小論文･英語模試
OGの話を聞く会

（編入学）

進路決定時期

８月 公務員講座（知能演習）
公務員講座（直前）

９月 第１回個別企業説明会集中期間 編入学面接練習

10月

就活ワークショップ 就活ワークショップ（再掲） 公務員二次試験対策ガイダンス
公務員二次面接練習
公務員グループディスカッション講座

11月
ピアヘルパー認定試験対
策勉強会

第２回個別企業説明会集中期間

短大生活の仕
上げ（進路の
確認と準備）

12月 ピアヘルパー認定試験
１月 日商PC検定試験②
２月
３月

※キャリアカウンセリング、面接訓練、資格取得支援事業は随時受け付けています。

英
語
・
小
論
文
個
別
指
導

英
語
・
小
論
文
個
別
指
導

試
　
験

試
　
験

試
　
験

全学生共通

StartStartStart

◎
退
職（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
付
）

教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）
鈴　

木　

久　

美

参
与（
兼
）キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

布　

施　

信　

男

嘱　
　

託

小　

松　

忠　

男

嘱　
　

託

渡　

部　

百
合
子

嘱　
　

託

衛　

藤　

陽　

菜

嘱　
　

託

渡　

邊　

莉　

央

嘱　
　

託

小　

林　

真
里
奈

嘱　
　

託

小　

野　

未　

来

◎
転
出（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
付
）

事
務
局
長

佐
々
木　

紀　

子

教
務
学
生
課
長

鈴　

木　

慎　

一

法
人
企
画
専
門
員

齋　

藤　

丈　

彦

総
務
主
査

小　

林　

美
佐
子

図
書
館
管
理
主
査

佐　

藤　

由
香
理

主
任
主
事

鈴　

木　

知　

愛

◎
新
任（
令
和
五
年
四
月
一
日
付
）

准
教
授（
短
大
英
語
英
文
学
科
）

タ
ヴ
ァ
コ
ー
リ
，
マ
ー
ニ

助
手（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

岸　
　
　

睦　

朗

主　
　

査

川　

越　
　
　

亘

主　
　

事

安　

部　

亨　

太

参
与（
兼
）キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

鈴　

木　

雅　

人

嘱　
　

託

立　

　

泉　

紀

嘱　
　

託

板　

垣　

こ
の
は

嘱　
　

託

鎌　

田　

め
ぐ
み

嘱　
　

託

山　

木　

あ
り
さ

◎
転
入（
令
和
五
年
四
月
一
日
付
）

事
務
局
長

渡　

辺　

博　

幸

教
務
学
生
課
長

佐　

藤　

伸　

一

法
人
企
画
専
門
員

佐
々
木　

謙　

介

総
務
主
査

鈴　

木　

美
智
子

図
書
館
管
理
係
長

⻆　

屋　

聡　

美

◎
新
任（
令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
付
）

嘱　
　

託

佐　

藤　

和　

春

　

栄
養
大
四
十
三
名
、
短
大
二
五
四

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
栄
養
大
、
短
大

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
有
意
義
な
学
生
生

活
に
す
る
た
め
に
、
何
事
に
も
積
極

的
に
挑
戦
し
、
精
励
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
教
育
振
興
会
で
は
無
事
に

総
会
が
終
了
し
、
今
年
度
も
多
方
面

で
学
生
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

会
報
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
原

稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
振
興
会　
事
務
局
）

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
支
援

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
に
掲
げ
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

関
す
る
相
談
活
動
、面
接
練
習
、各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
座
、
編
入
学
・
公
務
員
試
験
対

策
の
学
習
会
や
模
擬
試
験
等
に
よ
り
就
職
・
編
入
学

の
支
援
を
行
い
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
希
望
す
る
進

路
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
々
お
手
伝
い

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
春
の
卒
業
生
の
就
職
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
短

大
で
は
九
八
・
六
%
と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
と
同
程

度
ま
で
に
回
復
し
、
栄
養
大
で
は
前
年
度
に
引
き
続

き
一
〇
〇
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と

と
も
に
地
元
志
向
が
強
ま
り
、
県
内
企
業
等
へ
の
就

職
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
対
面
で
の
進
路
支
援
を

軸
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
対
策
の
実
施
な
ど
様
々
工

夫
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
時
代
に
即
応
し
た
支

援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
短
大
で
は
、
編
入
学
入
試
対
策
と
し
て
、

小
論
文
と
英
語
試
験
に
特
化
し
た
経
験
豊
富
な
専
任

講
師
の
複
数
配
置
や
、
栄
養
大
で
は
、
管
理
栄
養
士

と
し
て
の
資
格
を
有
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
学
生
の

個
別
相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
エ
ン
プ
ロ
イ

メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る
キ
ャ
リ
ア
支

援
に
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
要
望
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
御
遠
慮
な
く
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年度　キャリア支援計画
❖山形県立米沢栄養大学

❖山形県立米沢女子短期大学

人
事
往
来

人
事
往
来

集
編

後
記

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

一
人
一
人
の
自
己
実
現
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

参
与（
兼
）副
セ
ン
タ
ー
長　

鈴
木
　
雅
人
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